
堀
場
製
作
所

　
堀
場
製
作
所
は
自
動
車
計
測
、
環

境
・
プ
ロ
セ
ス
、
医
用
、
半
導
体
、

科
学
の
各
市
場
で
分
析
機
器
の
提
供

を
通
じ
、
人
々
の
よ
り
豊
か
な
暮
ら

し
に
貢
献
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年

は
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
て
、
環
境
放

射
線
測
定
器
の
需
要
が
急
増
。
こ
れ

に
応
え
る
た
め
迅
速
に
生
産
供
給
体

制
を
整
え
、
安
心
の
提
供
に
力
を
尽

く
し
た
。

　
世
界
シ
ェ
ア
８
割
の
排
ガ
ス
計
測

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
展
開
す
る
自
動
車

計
測
事
業
で
は
、
自
動
車
開
発
に
必

要
と
さ
れ
る
計
測
機
器
を
総
合
的
に

提
供
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

な
ど
低
燃

費
車
の
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。

　

年
度
を
最
終
年
度
と
す
る
中
長

期
経
営
計
画
で
は
注
力
事
業
の
一
つ

と
し
て
血
球
計
数
装
置
な
ど
の
医
用

事
業
を
据
え
た
。
消
耗
品
と
な
る
検

査
試
薬
工
場
の
拡
大
投
資
を
日
本
国

内
や
新
興
国
で
進
め
て
い
る
。

　
半
導
体
事
業
は

年
後
半
か
ら
急

激
に
市
況
が
悪
化
し
た
が
、
収
益
性

改
善
に
向
け
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
継
続

し
て
い
る
。
一
方
、
科

学
事
業
は
フ
ラ
ン
ス
で

開
発
セ
ン
タ
ー
を
新

設
。
世
界
経
済
が
停
滞
す
る
中
で

も
、
分
析
技
術
を
結
集
し
、
着
実
に

次
の
一
歩
へ
の
布
石
を
続
け
て
い

る
。

京
セ
ラ

　
京
セ
ラ
は
３
月
、
大
阪
ガ
ス
、
ア

イ
シ
ン
精
機
ら
と
と
も
に
家
庭
用
固

体
酸
化
物
形
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
完
成
し
た
。
都
市
ガ
ス
か
ら
改

質
し
た
水
素
と
空
気
中

の
酸
素
を
反
応
さ
せ
て

電
力
を
取
り
出
す
「
セ

ル
ス
タ
ッ
ク
」
を
担
当
。
発
電
ユ
ニ

ッ
ト
の
心
臓
部
に
当
た
り
発
電
効
率

や
耐
久
性
能
な
ど
を
左
右
す
る
基
幹

部
品
だ
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
２
０
１
１
年

月
に
発
売
し
た

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
も
採
用
さ
れ
た
。
独
自

の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
技
術
を
元

に
、
各
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
た
セ
ル

ス
タ
ッ
ク
を
納
入
し
て
い
る
。

　
４
月
に
は
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
連
系
に
よ
る
家
庭
用
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
受
注
も
開

始
し
た
。
自
社
開
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
中
核

に
、
電
力
使
用
量
の
可
視
化
効
果
な

ど
で
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
運
用
を
提
案
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
鹿
児
島
市
で
発
電
事
業
者

の
一
員
と
し
て
出
力

の
国
内

最
大
級
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
参
画
す
る

計
画
も
発
表
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

活
か
し
、
７
月
の
全
量

買
い
取
り
制
度
導
入
で
市
場
拡
大
が

期
待
さ
れ
る
公
共
・
産
業
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
で
受
注
獲
得
を
目
指

す
。

Ｎ
Ｋ
Ｅ

　
Ｎ
Ｋ
Ｅ
は
パ
ー
ツ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

や
搬
送
、
省
配
線
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
セ
ル
構
成
の
各
種
機
器
を
主
力

製
品
に
手
が
け
て
い
る
。

　
大
手
に
は
な
い
小
回
り
が
き
く
強

み
を
生
か
し
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
き
め
細
や

か
な
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

Ｆ
Ａ

を
提

案
で
き
る
。
標
準
化
し
た
機
器
を
多

様
に
組
み
合
わ
せ
、
顧
客
ご
と
に
最

適
な
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
築
く
「
Ｂ
Ｂ

Ｓ

ブ
ロ
ッ
ク
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム

」
を
編
み
出
し
て
い

る
。

　
省
配
線
機
器
「
ユ
ニ
ラ
イ
ン
」
で

培
っ
た
技
術
と
経
験
を
生
か
し
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
情
報
通
信
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
も
取
り
そ
ろ

え
る
。
既
設
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
流
用
し
、

工
場
稼
働
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ビ
ル

管
理
、
各
種
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
監

視
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
容
易
に
構
築
で
き
る
。
設
備

異
常
の
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム
「
れ
ん

ら
君
」
も
用
意
し
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
技
術
で
は
、
工
場
で
大
量

の
電
力
を
使
う
エ
ア
の
消
費
を
減
ら

す
機
器
開
発
に
着
手
し

た
。

　
同
機
器
は
京
都
府
の

「
中
小
企
業
技
術
開
発
促
進
事
業
」

に
採
択
さ
れ
て
い
る
。
「
従
来
に
比

べ
消
費
電
力
を
３
分
の
１
に
抑
え
る

機
器
を
開
発
す
る
」

中
村
道
一
社

長

方
針
だ
。

エレクトロニクス京都２０１２有力企業の技術・戦略変革・成長続く

コ
ー
デ
ン
シ

　
コ
ー
デ
ン
シ
は
今
年
、
創
業

周

年
を
迎
え
る
。
「
光
・
半
導
体
・
セ

ン
サ
ー
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
」
と
し
て
、
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　
主
力
と
す
る
各
種
セ

ン
サ
ー
や
、
普
及
期
に

入
っ
た
照
明
用
の
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
対
し

て
、
日
本
の
コ
ー
デ
ン
シ
・
韓
国
の

光
電
子

通
称
Ａ
Ｕ
Ｋ

・
中
国
の

瀋
陽
中
光
電
子

通
称
Ｋ
Ｓ
Ｙ

で

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
「
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー
用
・
カ
ッ
プ
デ

ィ
ス
ク
＋
エ
ン
コ
ー
ダ
ー
」
は
、
電

流
を
流
し
続
け
る
必
要
の
あ
る
ス
テ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
に
代
わ
り
、
必

要
な
時
に
必
要
な
だ
け
電
流
を
流
す

Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、
省
電
力

化
・
静
粛
化
・
高
性
能
化
・
省
コ
ス

ト
化
に
貢
献
で
き
る
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
と
し
た

照
明
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
高
輝
度
・
高
演

色
な
ど
の
特
徴
の
あ
る
白
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
。

　
用
途
に
合
わ
せ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え

て
お
り
、
各
種
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
光
源
に
最
適

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
先
進
の
セ
ン
サ
ー
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
に
展
開
し
て
い
く
考
え

だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月２６日 木曜日 　　


